
年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 3 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ことができる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができる。

「新編　現代の国語」（数研出版）

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばすことが
できる。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。

10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○

書き手の意図をつかむ
【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や
接続の仕方について理解することが
できる。常用漢字の読みに慣れ、主
な常用漢字を書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を
基に的確に捉え、要旨や要点を把握
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
自己と他者を見つめさせる。
因果関係。
抽象的見解とそれに対応する具体
例。
・教材
「目指す世界の地図を作る」鴻上尚
史
「評論の読み方」
・一人１台端末の活用　等
ポートフォリオの作成

１
学
期

○

○

【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解することをしている。常用漢
字の読みに慣れ、主な常用漢字を書くことを
している。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、目的に応じて、文章
や図表などに含まれている情報を相互に関係
付けながら、内容や書き手の意図を解釈した
り、文章の構成や論理の展開などについて評
価したりするとともに、自分の考えを深める
ことをしている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

○

○

〇

〇

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 現代の国語国語

〇

○ ○

定期考査

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して
他者や社会に関わろうとする。

現代の国語

配当
時数

（　門野　）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。

国語 現代の国語 2

1

【知識及び技能】
　話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の
特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切
さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉
遣いについて理解し、使うことをしている。
【思考力、判断力、表現力等】
「話すこと、聞くこと」において、自分の考
えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを
明確にするとともに、相手の反応を予想して
論理の展開を考えるなど、話の構成や展開を
工夫することをしている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

わかりやすく話す
【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、
表現の特色を踏まえ、正確さ、分か
りやすさ、適切さ、敬意と親しさな
どに配慮した表現や言葉遣いについ
て理解し、使うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えが的確に伝わるよう、自
分の立場や考えを明確にするととも
に、相手の反応を予想して論理の展
開を考えるなど、話の構成や展開を
工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
伝え合う内容の検討。
考えを明確にし構成を工夫させる。
・教材
「大切なものを紹介しよう」
・一人１台端末の活用　等
ポートフォリオの作成

態

【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解することをしている。常用漢
字の読みに慣れ、主な常用漢字を書くことを
している。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握する
ことをしている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

定期考査
○

10

1

対比を読み取る
【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や
接続の仕方について理解することが
できる。常用漢字の読みに慣れ、主
な常用漢字を書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて、文章や図表などに含
まれている情報を相互に関係付けな
がら、内容や書き手の意図を解釈し
たり、文章の構成や論理の展開など
について評価したりするとともに、
自分の考えを深めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
国際社会、文化の多様性。
指示語、対比関係。
結論的意見。
・教材
「水の東西」山崎正和
「指示語」「『対比』に注意」
・一人１台端末の活用　等
ポートフォリオの作成

10

○



78

定期考査

1

合計

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解することをしている。常用漢
字の読みに慣れ、主な常用漢字を書くことを
している。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握する
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

３
学
期

【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解することをしている。常用漢
字の読みに慣れ、主な常用漢字を書くことを
している。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、目的に応じて、文章
や図表などに含まれている情報を相互に関係
付けながら、内容や書き手の意図を解釈した
り、文章の構成や論理の展開などについて評
価したりするとともに、自分の考えを深める
ことをしている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特
色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切
さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉
遣いについて理解し、使うことをしている。
【思考力、判断力、表現力等】
「書くこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握する
ことをしている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

定期考査

適切な書式で通知する
【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉の特徴や役割、
表現の特色を踏まえ、正確さ、分か
りやすさ、適切さ、敬意と親しさな
どに配慮した表現や言葉遣いについ
て理解し、使うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を
基に的確に捉え、要旨や要点を把握
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
文章の構成や工夫。
説明や表現の仕方の工夫。
・教材
「手紙文の書き方」年賀状の作成
・一人１台端末の活用　等
ポートフォリオの作成

11

〇 〇

〇 〇 〇

10

11

根拠を読み取る
【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や
接続の仕方について理解することが
できる。常用漢字の読みに慣れ、主
な常用漢字を書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を
基に的確に捉え、要旨や要点を把握
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
現代社会の課題を探る。
指示語、意味段落、部分的要約。
結論的意見。
・教材
「『わらしべ長者』の経済学」梶井
厚志
・一人１台端末の活用　等
ポートフォリオの作成

定期考査

２
学
期

1

1

言葉の働きをとらえる
【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や
接続の仕方について理解することが
できる。常用漢字の読みに慣れ、主
な常用漢字を書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて叙述を
基に的確に捉え、要旨や要点を把握
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
哲学的思考能力を培う。
意味段落、結論的意見。
部分的要約。
・教材
「コインは円形か」佐藤信夫
・一人１台端末の活用　等
ポートフォリオの作成

〇

【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解することをしている。常用漢
字の読みに慣れ、主な常用漢字を書くことを
している。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握する
ことをしている。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

〇 〇 〇 11

コミュニケーションと言葉
【知識及び技能】
文、話、文章の効果的な組立て方や
接続の仕方について理解することが
できる。常用漢字の読みに慣れ、主
な常用漢字を書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて、文章や図表などに含
まれている情報を相互に関係付けな
がら、内容や書き手の意図を解釈し
たり、文章の構成や論理の展開など
について評価したりするとともに、
自分の考えを深めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する。

・指導事項
自己と他者を見つめさせる。
指示語、意味段落、結論的意見。
・教材
「世間話はなぜするか」松井智子
・一人１台端末の活用　等
ポートフォリオの作成


